


要約:新生児の人工呼吸時に頻用されている加湿チェンバー器のうち、スクロール付の

MR310 とスクロール無しの MR210 で加湿効果を比較したが、両者とも満足すべき加湿能力

を示した。しかしながら、チェンバー内の水交換時等に予想外の吸気ガス温度変化が生じ、

吸気ガスの温度・湿度の連続モニターの重要性を痛感させられた。そこでスカイネット社

に依頼して作成した温度・湿度モニタシステム(Moiscope THMl00)を用いて種々の臨床的

条件下に吸気ガスの温度・湿度を連続モニターしたところ、吸気側回路の結露が加湿程度

の指標になるだけでなく加湿効果のリザーバーとして機能していることや、気管内チュー

プ周囲のリークにより人工鼻の加湿効果が著しく低下する等、臨床的に有用な情報や知見

を得ることができた。


